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”月・弩の麟覆賛U

rタスキを継げ！護
　～湯鳥駅伝大会を特集～　レP2～3

鋤議会議眞鵜闘く講
　～町の舎餅に鰐する毒え方を述べる～　》P6～7

r秋を楽しむ誘
　～農叢祭・接能祭・美徳展に大勢の人綴～　》P8～9

r松中女挙よ越地鷺駅伝大会優勝誘
　～男女揃って県大食に連続患場蜘　レ猟2

r保奮漸入漸園箆を募藥3
　～薬銀獲入斯園晃の簾集が鎗まります～　レP嫉

　　　　　　
上の写真は1992年（平成4葎）の健康マラソン幼兇の部です。

n鐸前の元気なこども達、誰だかわかりますか？
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おめでた（出生〉

該当なし

おくやみ（死亡）

轟橋　安信さん　83歳　天水島（峯　場〉

小野塚義廣さん83歳東　絹（平　場〉
山爆　ナカさん　91歳瓢　山（桶やさ〉
樋口　作平さん　87歳湯　山（宮　坂〉
商橋　ヨイさん　瓢歳　天水酷（単　助）
村山　文治さん　83歳　橋　諾（古屋敷）
佐藤　幸吉さん　88歳　天水越〈毒ぜん〉

＊9月三鷺から9月30藏までの屈出分です。

＊広報に載せてほしくない方は、麗畿の時

　に窓環にお謡ください。

　　磁◎鰹躍

　　　　　　　9月30臼親往
総人口　3，049人（一3）
　　男　　美，486ノ＼　〈一2〉

　　女三，563人（一P
徴帯数　玉，鐙王芦（～2〉

　　　（〉内は萬月との比較

　町民憲章　昭鱗囎定
わたしたちは松之山町戻です。郷土を愛し、

みんなでよりよい驚づくりをしよう。

町民の合書葉

　　三、美しい緑と霧の中で

　　　　　　　心豊かな人になろう
　　王、ブナの穂が触れ合うように

　　　　　　　連体の心をもとう
　　1、湧きいづる湯泉のように
　　　　　　　劉遣のカを嵩めよう
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”臼　　霊3。27 霊7

遡いつ槻なうさ醐夢㊥
修＠廷）脅診臣⑨ξ彗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　松鍵傑奮嫉

鐸

きつねごし、っしホ¢され｛ましこひる

亡aろちガ’きました

　・一㌣〆’ソ～〆

　　ゆうか
高橋　優香さん
（湯本・測鴬）
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高橋朝鰯くん
（天水島・i憩四郎）
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　　て　が・霜
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※翠の湯は、肩月3Q9で今隼の営業を終了します ㎏購鴎勧》拶
　尋骸》㌻》則難鎧靭

買い物かごを持参するなど、ゴミの減少に

ご協力ください。

リサイクルにも進んで取り緯みましょう。
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　　・．懸購覇

第壌ランナーの成年女子
観奮毒～’猪之名付近

鎌　　　藪
　　餐

串立山の第簾獲スタート地鎌

坂下串継地点

　　　　　　　　灘灘鱒縄

麟瓢魏露
猟，欝鞍麹騨

蝿　　　．蹄
騨

’騒v

この年三霧不参加で7チームのスタート

強い松里チーム、連覇を続ける。

鐸
の
舘
鑑

　すがすがしい秋購れとなった工0選難総（二t）、秋のスポーツイベントとして

すっかり定穣した湯鳥駅伝大会が行われました．嬉．5kmのコ…スに、小・中・

｛ロい　・般・湯鳥の部で計26チームが健脚を競も含いました．また樹き続き蕎

われた健康マラソンには親子連れなど296人が参燃し、心地よい秋嵐を受けな

がら爽やかな汗を流しました。

　鞍現7年から始まった湯総駅伝大会ですが、その剛進は昭舞157奪1こスター

トしたヂ松之山驚駅伝大《」です．申立由をスタ…トして晦内全地区を駆け

抜ける策柔鞭大会は、王9i区間・36、6kmの奉格的なレースで、5地鷺対抗王0

チ…ムの参加によって醗縷されました。離伏の激しい難コースを走った、欝

しい記憶のある方も多いことでしょう．

　今月懸ではそんな懐かしい写翼を添えて駅伝大会を特集し豪した。
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区　分
蓬輝鍛
闘繭葎

犯俸

碑穏
稔葬

2年獄
董4無

3葎鶏
総年

4葎鍛
給年

5奪繕
12～
15宰計
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聡
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滅　鍛 2 マ 等 2 6
（澱舞理由〉

森の掌校鋸務を教腐
部附へ移管（2〉

（増貴理嚇〉

霧瞬籾禽併覇務の堰
（2）

（璽O）部門鯛職黄数の状況と叢な場減理由

職　黄　数 認繭葎
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差　嶺 3 ム1 2

一
殻
行
政
部
鱒

議　　会 1 還
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（肩）窟翼適正化斜團の数健目標及び進捗状況

①驚員適正化目標（数）
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森の学校額毅（4〉

③定貫適正化欝画の隼次鋼進捗斌況（実績〉の概要

増　黄 等 2 4 7
匿　分

簾陣財
晒前無

璽2犀
書隼露

玉3卑

2葎鎮
｝4黛

3葬鐵
婚黛

4鋒鶏
モ6年

5奪自
怨2脚
璽5驚欝

鯵湾）

数懸目標
差　禦 2 璽 3
職鍛数 ” 質 質 捻 書4

｝
毅
行
敵

減　最 9
簾2 4 5 30

糟　興 8 璽 3
｝2

○公営企業等会計都門 俸戚璽5奪胴購現翻
△2 ム葦8 △3

区　分
肇輝計

謡前無

雀2無

榔目
態3隼

2隼餐
14無

3無畠
葉5鰯

4黛霧
総葬

5驚舞
稔～
！5無欝

孚法く箏鋤の擬疑

蓬　弔

職黄数 80

△窪

辣

△董2

67 64 62
ア7

（浅〉欝灘期灘離2無から給無の5簿観でず、

（参考）病
　
　
薩

減輿 1 4 婁 6 （減舞理由〉

麟購構免覆（管理
職擁務）の滅G〉

増　鼠 1 1
差　引 ム1 1 △4 △享 △5

翼　分 1購欝
園繭黛

葦2黛
翌簿鐵

室3無

2無稼

14無

3黛鶉

欝鋒

4黛島
筆6隼

5無目
董2叩
15隼鍛

（夢考〉

数擁頚撮

織愚数 奉o 9 給 6 s

特
劉
行
敵

滅　貴 蓄 3 4

水
　
　
道

減貴 等 等

嫌　舞 王 2 4 7
増　黄

差　引 2 等 3 △き

差　引 △1 △簾

職縄数 1看 韓 穏 書3 禍 沁

職曼数 3 2 2 2 2
公
営
企
樂
鱒
動
翫

滅　貴 3 13 3 鴇

下
水
滋

減　舞 障 等 3
（藏籔曖曲

建設灘叢灘の減ω

増　興 1 8 7 総

増　黄
蓬　鱗 △2 8 △6 △4

藻　弓1 △1 △蓬 △1 △3

職員数 鴇 汀 25 紛 董6 15

職黄数 4 3 3 2 3

奮
獣

減　襲 ～3 12 ”
1蓬

そ
の
絶

減　艮 8 曳 9
（藏貴理㈹
懸保税藁務の甥務翻
禽箆直しによる（b

蟻　鍛 薯o 8 緯 7 35

増　貫 ～ 7 7
蓬　彫 △3 △透 △7 △4 ム鳩 ム8

幾　引 筆 7 △4 △陰 6
職舞数 ”（） 臆フ 鮪 92 給2

職鍛数 2 3
等o 9 8

○公営企業等会計都門 （導戚璽5奪4病書欝現蓬》

鋤麟魏搬獣総礁難であ蝋舩獺の鮒騰欝碓輪藻漣鞭鞍齢
　臨鋳又は搾常麹務職轟誉除も、てあホノ漢す。

（肩）窟翼適正化斜團の数健目標及び進捗状況

①驚員適正化目標（数）

　プ騨震毅離翻鷺驚塞灘湾叢畿黎縢灘麟譲騒麟繍難

　によi3総数での購織数の郷鰯を麟る・
　　舗に齢、平紺脚か樋城£碑ま》籍の5燃驚・一艇漱辮tl3名聡職鰍
　で＄名く7、3霧｝の酬減を麟る。

②窟員適正化孝法の概要
　11｝機構。澱織改革…脊政叢要に鶴旛した緑織・機構敗箏誉寅饒し・簡潔で働率駒

　　　　　　　　　　　な執行捧灘とする。

　轍サンセツト1肺い懸磯め棟燐礫については・糠が終『rした蘇繍錦
　　　　　　　　　　　動的な定鎚のスグラッヅ‘を療麹1とすξ・

　（3眠醐婁誠等…海蝕鱗運転叢確や施設管理叢務等撫托化でき蚤ものについて
　　　　　　　　　　　は穂極鍵撃に婁鋭す《｝、、
　（4）公務能鄭化の肉｝二・一織鎖の能力醐登と碑婿してOA化を推進し・公務能率の幽・1二

　　　　　　　　　　　に努める．

③定貫適正化欝画の隼次鋼進捗斌況（実績〉の概要　｛轍構硝職鰹）

（1主〉欝灘期灘離2無から給無の5簿観でず、

（参考）

5

をお知らせします
松之繭糠の翻・韻管理等の実態を懸朕の髄んに知って
いただくため、その内容にっいてお知らせします・

※再俵駕制度適爾潔｛はありません。

、。　ノ！　1『r翼

屡　分
住罠基本台綴人“
　　（隼度求〉

歳鐵額
（A）

興質堰賓
人件費

⑧
人件費率
（β〆A〉

耕3犀度の
選入群餐譲

態4隼度
桝5、3、3筆

　　　3，061人

　　　千錫

3，289，239

　　苧驚

瞬0，543

　　峯稗

ア46，29G

　　％
22．7

　　3＆

23．4

魏塩禽・ユよ‡才

（璽）人件喪の状況（普通会欝決算）

※欝俵駕制度適爾饗はありません。

（8〉職員手蚤の状況

～廓ノ噺鰍晦綴

更　分
職艮数
（A》

紹　　　　　簿　　　　　費 一人峯たり

　総与費
　（3！A〉給　　料 職曇李当 葵妹勤魁手逡 欝⑧

区　分 訟　之　寅　驚 馨

15葎度
　　人

75

　　亭爾

333，803

　亭揚
49，28呂

　　帯再

嘩34，2go

　　導碗

495，38葉

　亭興

6，605

期来事当
勤勉手当

（橘奪度支緯翻含〉 く1脚度姦纏翻含）

　　　　　期家蕃当　期来手当
　6月期　黛．45月分　0βG月分
　葦2月顯　き．5鯛分　α5絹分
　3月期　α50月分　　一月分
　　鍛　　a50角分　1，等5月分
職雛上の段竃，職獲の級箒による簾算鑑鐙有

　　　　　期末手嚢　期末手当
　6月期　鵠5月分　α60月分
　篇月期　旭鯛分　α55月分
　3月期　α20月分　　一月分
　　計　　350月分　書，茎5月分
職糊上の段蔭、職務の綴等による搬算機鐙有

（注）1、職嚢手当には遇職金を奮みません・
　　2、給与籔は6月繍疋後の予算1に欝上された金額です。

（3）織員の平均総料月額、畢均紹与月額及び平均無齢の状溌
締繊輝4簿順現御

退職手嶺

（麦給率〉　霞e都合　勤奨・定葎

勤綾20驚　2簾．OO月分2＆87胴分
勧続25無　3375得分　44．S5月分
勘続35無　4蔦月分　62・ア月分
簸高限度額　60』0湾分　　62・7月分

そ鍵鎌購蓋竃驚朗顯腿蹴綱擁澱
　　　　　　　　　　（2％～20紛

遙麟獺鱗　　　ト2弩級
…λ獣醤駿懸　　　千鍔　26、9茎5千鶏

伎給綱　　畠巳都合　勧奨・定隼

勤続20無烈βo月分2総75月分
勤続25驚3375月分　畷．5胴分
勤続35黛　　47、5月分　　62．7月分

鍛高限度額　窃α0月分　　62，7月分

そ雛鍛糞雛定奪麟皐期遺駿特鯛推農
　　　　　　　　　　（2％～20％〉

購磯膿盤　　　肇鶏級
糖離鞭鵜　　　干湾　　　千の

区　分

一　般　讐　敵　職 枝　能　労　務　職

乎均給料月額 革均給与月額 平均簿齢 孚均総料肩額 平均給与月額 華均無鶴

松之麟1 349，13逢陽 386，533醗 44ρ歳 3（）8，｝08需 332，94ア円 50，6歳

濁 332，052鶴 40．4歳 290，ア3珊 48呂磯

新潟嬢 359，98窮 42．8歳 33各，遷42需 礁5歳

（浅）遜駿手当の｝人当た段平均支鑛額は、蔚母度に選職した全鐵種に懸る職盈に支給された乎殉額です。

　講整手当
（平成蔦綱月田聴1

賓　給　対　象　地　壌 特　瑠　露 蓬締の特倒

（浅1麗の数憩は平成姶隼4月1臼理往のものです。

（4）融翼の初様給の状況
支 織　　　　箪 12％ 篭2％ （夢櫛講4即臼幾蓬）

支維射象職畏数 一人 1人

区　　　分
松　之　凶　町 飼

翻の糊度（支給率） 韮2駕 讐0髭
探矯2鋒経過9
総　　料　　額

決定禰任縮
採絹2無経遇β
纏　　料　　額支給射象職黄1入幾た》 璽，Ol8578需

決建拐任緯

平均支給額（1轟度決算）

一般行政骸
大掌率 肇71，50Q侮 185，600円 ；7韮，5GG円 讐8s，600跨

憾殊勤務手当
　く、4鋒度）

曝　　　　　　　分 金　　職　　種

職舞金捧に6める手当支総職盤の割含 4．2％ 高校箪 璽39．5GO解 149，200の 339，500鰐 禍9、200胃

支縮鱈象職簸璽人邊たり平均支給葎額 4，Q39，遷75円

｝46，200円 簾36、700円 146，200穆
手　嚢　　穫の　　頚　（箏　当数1 5 技鮨労覇職 高狡挙 潅36，700門

代蓑的な手当の名称

支総額の多い孚当 診療手甕

多くの職貧に貧給
されている手当

特殊車講運転手当 （5）職興の経験年数別・学歴劉軍均給料月額の献溌　　呼泌簿、郷 臼理窪｝

匡　　　分

経　　　　験　　　　犀　　　　数

時闘外手灘

14鐸度
支　　絶　　総　　額 a693千角

磯釦人当たり隻給隼額 32千需 鴇隼以却聯未満 15鐸以上2G駕朱満 20奪以上25隼来溝

！3奪度
支　　縮　　総　　額 苛3，999千の

円 353，833円
職知人当たり支総無額 隆37千需

一般朽鼓職
大学摩 の

僻成15鐸4彫臼環蓬〉 高校箏 22辱，480円 28α700麟 328，033醗

区分 松　　之　　由　　陶 霞
技能労務職 嵩校卒 韓 霧 鰐

挟
養
手
当

噸i偶者　橘，ooo円
・その弛2人濠で　璽人につ毒6，000の
　ただし配傷艦のいない職錨の場合には、
　挟餐親糠のうち1人は級，OGO跨
　また、醗偶考が挟養親族でない場禽には・
　挟餐親族のうち1人は6，500銅
3人農以降　1入につき5，000霧

・満総歳の隼度初めから満22歳の庫麿末まで
　の子は5，00Q鍔繍算

圃　　左

倣）！．縫験舞

　　2、蜜醜は、該当職嚢がいないためです。

（6）一般行政職の級溺職員数の状溌

数と雛、卒業後藤ちに擦欝され考iき続き勤務している壕合にiよ舞碍後の蝉数といいます．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嘩成尊簿姻嚇現御

区　分 釜級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 欝

擦準的な
織務内容

主穣 憲籍
係長
主穫

劃参轟
課長
夢舞

課長
参事

繰長

住
屠
手
当

・儀家　弩額鞭βOO円を超える寒賃を叢払っ
　ている職夷に家賃額に癒じ簸高27，00Q円

　まで支総
・鋳家　　季，（XX》角　ただし新築・購入した場合

　s奪萄は．2，5GO鰐

碕　　左 職舞数 2入 2人 鴇人 遷人 買人 協人 絡人 ｝人 59人

構成虻 で．8％ 3．6％ 格，2％ 35％ 絡．4％ 29．t％ 25、5編 鰺％ 300％

通
鋤
手
当

・交通機断糊嵩（詩遂泳m以上〉
　負撹している運舞の額に応じて
　鍛篤50，00鋼蜜で交給
・交通篤具使爾嵩（詩灘2㎞以上〉

　使罵する題離に慮じて3，150円から
　簸灘5，簾20円G勧以よ〉まで支維

・交通機醐利罵餐は岡じ
・交通霜臭捷硝考
　銀織に繕じて2，0GOFiから
　最篇20，goo円く40k韻以上）

　蒙で支譲

夢
考

1驚萬の

構成比
3．4％ 3，4駕 選6．9駕 ｝．ア％ 18．6％ 27．｝麗 27，1駕 ↑、7％ 馨oo餐

5隼賄の

構成跳
9、葺駕 2．7熟 4、等箔 馨4．9％ 24．3％ 2｛．6％ 21．6％ 薫．3％ 1oo％

（8〉職員手蚤の状況

（浅）遜駿手当
の｝人当た段平均支鑛額は、蔚母度に選職した全鐵種に懸る職盈に支給された乎殉額です。

（9）特別磁の報醜等の状況

｛夢成15鐸4鴛屡臼環蓬〉

（講繊室s黛4湾宰臼幾姦）

（1主〉人件費には、韓則磯に支給される綴料．報酬等を倉みます。

（2）職員給与費の状況（普通会計予算〉

（注）1、職嚢手当には遇職金を奮みません・
　　2、給与籔は6月繍疋後の予算1に欝上された金額です。

（3）織員の平均総料月額、畢均紹与月額及び平均無齢の状溌

（浅1麗の数憩は平成姶隼4月1臼理往のものです。

（4）融翼の初様給の状況

（5）職興の経験年数別・学歴劉軍均給料月額の献溌

｛箏成モ5駕4簿玉欝現査）

（灘・成婁5驚4擁1臼幾碗i）

｛平鑓書5驚4月1臼理窪｝

（5主）！．縫験舞数と雛、卒業後藤ちに擦欝され考iき続き勤務している壕合にiよ舞碍後の蝉数といいます．

　　2、蜜醜は、該当職嚢がいないためです。

（6）一般行政職の級溺職員数の状溌　　　　　　　　嘩卿簿姻嚇現御

（注）簾、松之出跨の給与条劔に灘づく紬料表の級嬢分による職貴数です。
　　2．榛準的な職務内容とは、それぞれの級に該塁する代表的な職です。

蟹 分 纏　　料　　角　　額 等 （7）昇給期悶短継の状溌

給　　料

町　長
勧　役

7董3，0GO鰐

559，000跨 置　　　　　分 含　計 一般報政職 援能労鵬鐵

教欝長

議　長

520，00Q円

242，QOO鰐
職　　　　萸　　　数（A） 72人 59人 招人

報　　醐 嘉懸長
議　夷

180，000円
160，0ひo鍔

14無度
普濾罫給期闇く等2～2朝遊 8人 稔人 一入

釜4無度寅絵割念 得銀度支鐙割食

購　長
勘　役

6薄期
玉2月期

1、45肩分
唾、55月分

灘．7Q病分

至．80月分
比　　　　率　（8〉！（A〉 焔．ア％ 20．3％ 一饗

教蕎長 3月期
欝

α50拷分
3．50月分

一丹分
3、50月分

織　　　　轟　　　　数（A） 7ら人 6τ人 ｝5入

期宋手当

議畏
翻議長

胴期
12月期

繍無度憲給§拾
　1，45鍔分

　1、5絹分

篶隼度支嬢劉含
　葉』～○鍔分

　黛．8鵬分

圭3無度
普通興給期鰍釜2～2姐〉を
短繍して舞給した職黛数⑧

8人 ε人 2人

繕　髭 3月期
讃

奄50月分
a50月分

一角分
3，50角分

髭　　　　箪　（B〉／㈲ 監o．5％ 98罵 13、3鬼

（7）昇給期悶短継の状溌

4

1
①
O
O
F



）　瞑π鳳卸rコ

区　分
蓬輝鍛
闘繭葎

犯俸

碑穏
稔葬

2年獄
董4無

3葎鶏
総年

4葎鍛
給年

5奪繕
12～
15宰計

灘去（鑛虚）の概蜜

議
　
　
会

澱　黄 等 1 2

螺！曝畷顯藤叢羅燃鍵嚇聡　驚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　俸繍欝硝鍛玉賭）

増　員 領 茎

差　引 △！ △1

職員数 2 2 玉 季 1

聡
　
　
務

滅　鍛 2 マ 等 2 6
（澱舞理由〉

森の掌校鋸務を教腐
部附へ移管（2〉

（増貴理嚇〉

霧瞬籾禽併覇務の堰
（2）

（璽O）部門鯛職黄数の状況と叢な場減理由

職　黄　数 認繭葎
増減数

孟　な　増　減　理　由増　轟 5 1 2 8
平磁4年 平成マ5犀

差　嶺 3 ム1 2

一
殻
行
政
部
鱒

議　　会 1 還

職鼠数 2！ 24 23 23 23
聡　　脇 23 23

税
　
　
務

減　眞 芝 璽 2
（増艮理由）

聡像税業務の駕務覇
合箆薩しによる①

税　　鵬 2 3 ム讐 翻保税鑓諮の箏務劉含見壷しによる滋

櫓　黄 豊 1
疑　　生 簾3 峯3

差　引 ム1 △粟 1 △1

衡　　生 △等
雛務の華準｛ヒによる事務幾率の設藩による減

職鼠数 4 3 2 2 3 労　　働

難
　
　
生

綾　鍛 葦 8 釜
｝o o

“
0
1
Q

△1 蜜務の単準化による拳務勤撃の政…盤こよ蚤減

増　黄 ～ 茎
農林水産

5 4 △黛 事霧の単準｛雛こよる事務勤i華の敵鞍による蕩

差　墾 △8 △垂 △9
繭　　工

土　　木 5 5
職灘数 22 22 14 辱3 等3

△2

衛
　
　
生

滅　轟 モ 藩 2
繊貴理簡）
雛務の単準化による
審務効率の敗薦ω

部特
　溺
　鷲
門敏

小　　灘

救　　舞
餌
欝

｝4 筆 鴎震バス鍵競聾疑による漣，謙の撃絞業騰の堰

壊　畏
小　　欝 等3 韓 〕

差　引 △肇 △1 ム2

会公
欝営
　金
部業

門等

病　　競 愁 s △等 頚霧機構の晃霞し（麿理職薫務による減

職黄徴 5 4 4 4 3 2 2

労
　
　
働

擬　轟
竿水濃 2 モ ム1 建毅事業灘の滅

増　翼
その穂 9 8 △1 園擦税繋霧の蟹務割合見薩しによる滅

差　引 小　　群 ⑲ 等9 △3

騰黄数 o o o 0 o 禽　　　欝 93 92 △4

農
抹
水
薩

減　貴 2 筆 3
く藏黄理由〉

轟務の平準化による
纂務動戴の敗讐（1）

鋤麟魏搬獣総礁難であ蝋舩獺の鮒騰欝碓輪藻漣鞭鞍齢
増　貫 等 筆

差　鱗 △1 △1 △2

織餓数 肇2 η 質 ” 給

商
　
　
工

減　嚢 2 雀 3
醸興理由〉

譲務の箏準化による
鰐鋤躍の改鰍1）

増　興

差　引 △2 △篭 △3

　臨鋳又は搾常麹務職羅除も、てあ糠す．

（肩）窟翼適正化斜團の数健目標及び進捗状況

①驚員適正化目標（数）

．騨鍬灘鷲蟄塞灘灘護黎讐鎌灘騒麟犠馨
　によi3総数での購織数の郷鰯を標iる・
　　舗に齢、平紺脚か樋城£碑麟の5燃驚・一艇漱辮tl3名聡職鰍
　で＄名く7、3粉の酬減を麟る。

②窟員適正化孝法の概要
　11｝機構。澱織改革…脊政叢要に鶴旛した緑織・機構敗箏誉寅饒し・簡潔で働率駒

　　　　　　　　　　な執行鰻繊する．
　轍サンセツト1肺い懸の勲今棟騨難ついては・糠が終『rした蘇繍錦
　　　　　　　　　　動的な定鎚のスグラッヅ‘を療麹1とすξ・

職鼠数 7 7 ア s 4

土
　
　
木

減　霞 葦 マ 2
増　黄

蓬　弓1 ム1 △等 ム2

織黄数 7 6 5 5 5

④定員適疋化欝藤の寧次別進捗状況（輿績）の内駅

O一般行政邸門　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嘩融欝4月磁幾叢）

O特割行弼ζ邸門 く寧成15母4月1騒短控｝

晦職轟⑳総辱蟻

（璽O）部門鯛職黄数の状況と叢な場減理由 く箪硫繕琿4肩1β窺盗）

り騰別鐸鋤ζ節門

鼠　分
“年謙
醐麟鐸

12鐸

陣爵

13無

2無臼
14痒

3無鎖
1s黛

4無目
壌6無

5葎臼
12州
15鋒爵

手法（事由）の擬饗

　　　　　　　　は穂極的に婁鋭す徹
（4）公鞭靴の1触・磯郵紛鋤醗と輸してOA化を推進」公務麟の離
　　　　　　　　に努める．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛華卿鰐4脅呈鑓照）
教
　
　
鷺

滅　戴 董 3 4 繊翼理由〉
獺務効率の敬翻1｝
窮鴬バス鏡闇婁託②

（堰最理繊）

森の学校額毅（4〉

③定貫適正化欝画の隼次鋼進捗斌況（実績〉の概要

増　黄 等 2 4 7
匿　分

簾陣財
晒前無

璽2犀
書隼露

玉3卑

2葎鎮
｝4黛

3葬鐵
婚黛

4鋒鶏
モ6年

5奪自
怨2脚
璽5驚欝

鯵湾）

数懸目標
差　禦 2 璽 3
職鍛数 ” 質 質 捻 書4

｝
毅
行
敵

減　最 9
簾2 4 5 30

糟　興 8 璽 3
｝2

○公営企業等会計都門 俸戚璽5奪胴購現翻
△2 ム葦8 △3

区　分
肇輝計

謡前無

雀2無

榔目
態3隼

2隼餐
14無

3無畠
葉5鰯

4黛霧
総葬

5驚舞
稔～
！5無欝

孚法く箏鋤の擬疑

蓬　弔

職黄数 80

△窪

辣

△董2

67 64 62
ア7

（浅〉欝灘期灘離2無から給無の5簿観でず、

（参考）病
　
　
薩

減輿 1 4 婁 6 （減舞理由〉

麟購構免覆（管理
職擁務）の滅G〉

増　鼠 1 1
差　引 ム1 1 △4 △享 △5

翼　分 1購欝
園繭黛

葦2黛
翌簿鐵

室3無

2無稼

14無

3黛鶉

欝鋒

4黛島
筆6隼

5無目
董2叩
15隼鍛

（夢考〉

数擁頚撮

織愚数 奉o 9 給 6 s

特
劉
行
敵

滅　貴 蓄 3 4

水
　
　
道

減貴 等 等

嫌　舞 王 2 4 7
増　黄

差　引 2 等 3 △き

差　引 △1 △簾

職縄数 1看 韓 穏 書3 禍 沁

職曼数 3 2 2 2 2
公
営
企
樂
鱒
動
翫

滅　貴 3 13 3 鴇

下
水
滋

減　舞 障 等 3
（藏籔曖曲

建設灘叢灘の減ω

増　興 1 8 7 総

増　黄
蓬　鱗 △2 8 △6 △4

藻　弓1 △1 △蓬 △1 △3

職員数 鴇 汀 25 紛 董6 15

職黄数 4 3 3 2 3

奮
獣

減　襲 ～3 12 ”
1蓬

そ
の
絶

減　艮 8 曳 9
（藏貴理㈹
懸保税藁務の甥務翻
禽箆直しによる（b

蟻　鍛 薯o 8 緯 7 35

増　貫 ～ 7 7
蓬　彫 △3 △透 △7 △4 ム鳩 ム8

幾　引 筆 7 △4 △陰 6
職舞数 ”（） 臆フ 鮪 92 給2

職鍛数 2 3
等o 9 8

○公営企業等会計都門 （導戚璽5奪4病書欝現蓬》

鋤麟魏搬獣総礁難であ蝋舩獺の鮒騰欝碓輪藻漣鞭鞍齢
　臨鋳又は搾常麹務職轟誉除も、てあホノ漢す。

（肩）窟翼適正化斜團の数健目標及び進捗状況

①驚員適正化目標（数）

　プ騨震毅離翻鷺驚塞灘湾叢畿黎縢灘麟譲騒麟繍難

　によi3総数での購織数の郷鰯を麟る・
　　舗に齢、平紺脚か樋城£碑ま》籍の5燃驚・一艇漱辮tl3名聡職鰍
　で＄名く7、3霧｝の酬減を麟る。

②窟員適正化孝法の概要
　11｝機構。澱織改革…脊政叢要に鶴旛した緑織・機構敗箏誉寅饒し・簡潔で働率駒

　　　　　　　　　　　な執行捧灘とする。

　轍サンセツト1肺い懸磯め棟燐礫については・糠が終『rした蘇繍錦
　　　　　　　　　　　動的な定鎚のスグラッヅ‘を療麹1とすξ・

　（3眠醐婁誠等…海蝕鱗運転叢確や施設管理叢務等撫托化でき蚤ものについて
　　　　　　　　　　　は穂極鍵撃に婁鋭す《｝、、
　（4）公務能鄭化の肉｝二・一織鎖の能力醐登と碑婿してOA化を推進し・公務能率の幽・1二

　　　　　　　　　　　に努める．

③定貫適正化欝画の隼次鋼進捗斌況（実績〉の概要　｛轍構硝職鰹）

（1主〉欝灘期灘離2無から給無の5簿観でず、

（参考）

5

をお知らせします
松之繭糠の翻・韻管理等の実態を懸朕の髄んに知って
いただくため、その内容にっいてお知らせします・

※再俵駕制度適爾潔｛はありません。

、。　ノ！　1『r翼

屡　分
住罠基本台綴人“
　　（隼度求〉

歳鐵額
（A）

興質堰賓
人件費

⑧
人件費率
（β〆A〉

耕3犀度の
選入群餐譲

態4隼度
桝5、3、3筆

　　　3，061人

　　　千錫

3，289，239

　　苧驚

瞬0，543

　　峯稗

ア46，29G

　　％
22．7

　　3＆

23．4

魏塩禽・ユよ‡才

（璽）人件喪の状況（普通会欝決算）

※欝俵駕制度適爾饗はありません。

（8〉職員手蚤の状況

～廓ノ噺鰍晦綴

更　分
職艮数
（A》

紹　　　　　簿　　　　　費 一人峯たり

　総与費
　（3！A〉給　　料 職曇李当 葵妹勤魁手逡 欝⑧

区　分 訟　之　寅　驚 馨

15葎度
　　人

75

　　亭爾

333，803

　亭揚
49，28呂

　　帯再

嘩34，2go

　　導碗

495，38葉

　亭興

6，605

期来事当
勤勉手当

（橘奪度支緯翻含〉 く1脚度姦纏翻含）

　　　　　期家蕃当　期来手当
　6月期　黛．45月分　0βG月分
　葦2月顯　き．5鯛分　α5絹分
　3月期　α50月分　　一月分
　　鍛　　a50角分　1，等5月分
職雛上の段竃，職獲の級箒による簾算鑑鐙有

　　　　　期末手嚢　期末手当
　6月期　鵠5月分　α60月分
　篇月期　旭鯛分　α55月分
　3月期　α20月分　　一月分
　　計　　350月分　書，茎5月分
職糊上の段蔭、職務の綴等による搬算機鐙有

（注）1、職嚢手当には遇職金を奮みません・
　　2、給与籔は6月繍疋後の予算1に欝上された金額です。

（3）織員の平均総料月額、畢均紹与月額及び平均無齢の状溌
締繊輝4簿順現御

退職手嶺

（麦給率〉　霞e都合　勤奨・定葎

勤綾20驚　2簾．OO月分2＆87胴分
勧続25無　3375得分　44．S5月分
勘続35無　4蔦月分　62・ア月分
簸高限度額　60』0湾分　　62・7月分

そ鍵鎌購蓋竃驚朗顯腿蹴綱擁澱
　　　　　　　　　　（2％～20紛

遙麟獺鱗　　　ト2弩級
…λ獣醤駿懸　　　千鍔　26、9茎5千鶏

伎給綱　　畠巳都合　勧奨・定隼

勤続20無烈βo月分2総75月分
勤続25驚3375月分　畷．5胴分
勤続35黛　　47、5月分　　62．7月分

鍛高限度額　窃α0月分　　62，7月分

そ雛鍛糞雛定奪麟皐期遺駿特鯛推農
　　　　　　　　　　（2％～20％〉

購磯膿盤　　　肇鶏級
糖離鞭鵜　　　干湾　　　千の

区　分

一　般　讐　敵　職 枝　能　労　務　職

乎均給料月額 革均給与月額 平均簿齢 孚均総料肩額 平均給与月額 華均無鶴

松之麟1 349，13逢陽 386，533醗 44ρ歳 3（）8，｝08需 332，94ア円 50，6歳

濁 332，052鶴 40．4歳 290，ア3珊 48呂磯

新潟嬢 359，98窮 42．8歳 33各，遷42需 礁5歳

（浅）遜駿手当の｝人当た段平均支鑛額は、蔚母度に選職した全鐵種に懸る職盈に支給された乎殉額です。

　講整手当
（平成蔦綱月田聴1

賓　給　対　象　地　壌 特　瑠　露 蓬締の特倒

（浅1麗の数憩は平成姶隼4月1臼理往のものです。

（4）融翼の初様給の状況
支 織　　　　箪 12％ 篭2％ （夢櫛講4即臼幾蓬）

支維射象職畏数 一人 1人

区　　　分
松　之　凶　町 飼

翻の糊度（支給率） 韮2駕 讐0髭
探矯2鋒経過9
総　　料　　額

決定禰任縮
採絹2無経遇β
纏　　料　　額支給射象職黄1入幾た》 璽，Ol8578需

決建拐任緯

平均支給額（1轟度決算）

一般行政骸
大掌率 肇71，50Q侮 185，600円 ；7韮，5GG円 讐8s，600跨

憾殊勤務手当
　く、4鋒度）

曝　　　　　　　分 金　　職　　種

職舞金捧に6める手当支総職盤の割含 4．2％ 高校箪 璽39．5GO解 149，200の 339，500鰐 禍9、200胃

支縮鱈象職簸璽人邊たり平均支給葎額 4，Q39，遷75円

｝46，200円 簾36、700円 146，200穆
手　嚢　　穫の　　頚　（箏　当数1 5 技鮨労覇職 高狡挙 潅36，700門

代蓑的な手当の名称

支総額の多い孚当 診療手甕

多くの職貧に貧給
されている手当

特殊車講運転手当 （5）職興の経験年数別・学歴劉軍均給料月額の献溌　　呼泌簿、郷 臼理窪｝

匡　　　分

経　　　　験　　　　犀　　　　数

時闘外手灘

14鐸度
支　　絶　　総　　額 a693千角

磯釦人当たり隻給隼額 32千需 鴇隼以却聯未満 15鐸以上2G駕朱満 20奪以上25隼来溝

！3奪度
支　　縮　　総　　額 苛3，999千の

円 353，833円
職知人当たり支総無額 隆37千需

一般朽鼓職
大学摩 の

僻成15鐸4彫臼環蓬〉 高校箏 22辱，480円 28α700麟 328，033醗

区分 松　　之　　由　　陶 霞
技能労務職 嵩校卒 韓 霧 鰐

挟
養
手
当

噸i偶者　橘，ooo円
・その弛2人濠で　璽人につ毒6，000の
　ただし配傷艦のいない職錨の場合には、
　挟餐親糠のうち1人は級，OGO跨
　また、醗偶考が挟養親族でない場禽には・
　挟餐親族のうち1人は6，500銅
3人農以降　1入につき5，000霧

・満総歳の隼度初めから満22歳の庫麿末まで
　の子は5，00Q鍔繍算

圃　　左

倣）！．縫験舞

　　2、蜜醜は、該当職嚢がいないためです。

（6）一般行政職の級溺職員数の状溌

数と雛、卒業後藤ちに擦欝され考iき続き勤務している壕合にiよ舞碍後の蝉数といいます．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嘩成尊簿姻嚇現御

区　分 釜級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 欝

擦準的な
織務内容

主穣 憲籍
係長
主穫

劃参轟
課長
夢舞

課長
参事

繰長

住
屠
手
当

・儀家　弩額鞭βOO円を超える寒賃を叢払っ
　ている職夷に家賃額に癒じ簸高27，00Q円

　まで支総
・鋳家　　季，（XX》角　ただし新築・購入した場合

　s奪萄は．2，5GO鰐

碕　　左 職舞数 2入 2人 鴇人 遷人 買人 協人 絡人 ｝人 59人

構成虻 で．8％ 3．6％ 格，2％ 35％ 絡．4％ 29．t％ 25、5編 鰺％ 300％

通
鋤
手
当

・交通機断糊嵩（詩遂泳m以上〉
　負撹している運舞の額に応じて
　鍛篤50，00鋼蜜で交給
・交通篤具使爾嵩（詩灘2㎞以上〉

　使罵する題離に慮じて3，150円から
　簸灘5，簾20円G勧以よ〉まで支維

・交通機醐利罵餐は岡じ
・交通霜臭捷硝考
　銀織に繕じて2，0GOFiから
　最篇20，goo円く40k韻以上）

　蒙で支譲

夢
考

1驚萬の

構成比
3．4％ 3，4駕 選6．9駕 ｝．ア％ 18．6％ 27．｝麗 27，1駕 ↑、7％ 馨oo餐

5隼賄の

構成跳
9、葺駕 2．7熟 4、等箔 馨4．9％ 24．3％ 2｛．6％ 21．6％ 薫．3％ 1oo％

（8〉職員手蚤の状況

（浅）遜駿手当
の｝人当た段平均支鑛額は、蔚母度に選職した全鐵種に懸る職盈に支給された乎殉額です。

（9）特別磁の報醜等の状況

｛夢成15鐸4鴛屡臼環蓬〉

（講繊室s黛4湾宰臼幾姦）

（1主〉人件費には、韓則磯に支給される綴料．報酬等を倉みます。

（2）職員給与費の状況（普通会計予算〉

（注）1、職嚢手当には遇職金を奮みません・
　　2、給与籔は6月繍疋後の予算1に欝上された金額です。

（3）織員の平均総料月額、畢均紹与月額及び平均無齢の状溌

（浅1麗の数憩は平成姶隼4月1臼理往のものです。

（4）融翼の初様給の状況

（5）職興の経験年数別・学歴劉軍均給料月額の献溌

｛箏成モ5駕4簿玉欝現査）

（灘・成婁5驚4擁1臼幾碗i）

｛平鑓書5驚4月1臼理窪｝

（5主）！．縫験舞数と雛、卒業後藤ちに擦欝され考iき続き勤務している壕合にiよ舞碍後の蝉数といいます．

　　2、蜜醜は、該当職嚢がいないためです。

（6）一般行政職の級溺職員数の状溌　　　　　　　　嘩卿簿姻嚇現御

（注）簾、松之出跨の給与条劔に灘づく紬料表の級嬢分による職貴数です。
　　2．榛準的な職務内容とは、それぞれの級に該塁する代表的な職です。

蟹 分 纏　　料　　角　　額 等 （7）昇給期悶短継の状溌

給　　料

町　長
勧　役

7董3，0GO鰐

559，000跨 置　　　　　分 含　計 一般報政職 援能労鵬鐵

教欝長

議　長

520，00Q円

242，QOO鰐
職　　　　萸　　　数（A） 72人 59人 招人

報　　醐 嘉懸長
議　夷

180，000円
160，0ひo鍔

14無度
普濾罫給期闇く等2～2朝遊 8人 稔人 一入

釜4無度寅絵割念 得銀度支鐙割食

購　長
勘　役

6薄期
玉2月期

1、45肩分
唾、55月分

灘．7Q病分

至．80月分
比　　　　率　（8〉！（A〉 焔．ア％ 20．3％ 一饗

教蕎長 3月期
欝

α50拷分
3．50月分

一丹分
3、50月分

織　　　　轟　　　　数（A） 7ら人 6τ人 ｝5入

期宋手当

議畏
翻議長

胴期
12月期

繍無度憲給§拾
　1，45鍔分

　1、5絹分

篶隼度支嬢劉含
　葉』～○鍔分

　黛．8鵬分

圭3無度
普通興給期鰍釜2～2姐〉を
短繍して舞給した職黛数⑧

8人 ε人 2人

繕　髭 3月期
讃

奄50月分
a50月分

一角分
3，50角分

髭　　　　箪　（B〉／㈲ 監o．5％ 98罵 13、3鬼

（7）昇給期悶短継の状溌
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鱒灘嚢懸灘欝灘鱗難嚢　繍燃翻雛　脳灘購灘難灘鞭舞繋羅撰　　灘灘…　鱒灘　　繍　離

■相沢正平議曼
①金併には賛成。長い目で見た場合、単独で現覆の住罠サー一ビスが維持できるか疑闘だ。麟や県の支援策を賢く

　利期する方が良いと考える。

②調整結果を見ると必ずしも蕩サー一ビス・低負損とは行かない例もあるが、全捧から見ると良い方陶で進んでい

　ると思う。今の考えとしてこのまま進んでいくことを支持する、

③自分の考えの中には津南町との枠組みは全くない．現筏の任慧協議会のテーブルに霧かなかった時点で、津南

　との枠組みはないものと考えている。

④100％とは書わないが、自立は難しいと考える。職員を減らし財政鮒策を講じたとしても、十分なサービスはで

　きないのではないか。

翻村山里志議黄
①麟の財政改薦のための合併ではあるが、ただ20年・

　30年先の松之磁町を考えると、特例法を賢く利罵す

　ることを考え合併を選択した方が瑛いのではと考え

　ている。

②錘意協議会の簸終結果が出るまではこのまま進めて

　もらいたい。

③自ら自律窺書をした津南町との協議は難しいと考え

　ている。理状では津繭町との合償には賛成できない

　が、現5市町村の今後に無理が生じるようなことに

　なればその時点で考えればよい。

④財政シミュレーシ灘ンや建設計醐等の協議の結果、

　どうしても合餅できない状況になれば欝穣も考えな

　ければならない．境状では5市町村枠緩みを指示する、

鑓重野和子議黄
①市町村合併をすることを希望する。

②現往の5市町材の枠組みを支持する。

③上搬規地籔では津南町との合併を驚む声が多いこと

　も聞き取りでわかっている。ただ津南町議会では2

　町合併に対しそれほど強い関心は示されない。中里

　村が撫わらない2町合併は難しいと考える。

④松之由瞬の場合、財政面などから考えると自徳は難

　しい。

7

繕高橋英一議曼
①強翻合併には反対する。そのような含併では小さな

　嬉露治体は必ず蓑退する。エリア内がお互いに良く

　なるのであれば賛成だが、現状ではそこまで見えて

　こない。

②先に示されたギ長期財政の見通し（案）」の中で、

　人件費や財政シミュレーションが未策定というのは

　遺憾なことだ。簸も畢く協議すべき項目ではないか。

③津南町の自立宣雷は、露分の町づくりに真剣に取り

　縄んだ結果だと思う。津南町の地域性・農業政策など

　を考えると、2鱒での合併もあり得ると考えている。

④特僻1債が目的での期隈内合併を目指している訳だが、

　その使い方を明確にできないまま合併に楚るという

　のはいかがなものか．果たして佳昆生括にメリット

　のある使い方ができるのか。

劉佐藤嚢一議員
①強翻合僧は基奉的に反：対する。ただ財政的なことを

　考えると合餅はやむを得ないことだと思っている、

②十韓町市の財政状溌にも問題はあるが、鰯の基本政

　策として箏レベルの霞治体編成を目指していること

　もあり、現蕉の5布町粒での枠組みは支持する。

③2町との枠線みには問題がある。自律を選択して進

　んでいる町との含併は、その方針に合わせた吸収合

　併となり得る。中盤村・栄越が撫わる衛盤施設組合

　枠であれば可能であると考える、

④平成の合併は酸の財政改革が基本になっている。交

　付税依存が5翻、霞童財源が1劃の町では、露律を

　選択した場合相当大きな痛みを伴うのではと思われ

　る。大都市集中型の時代が大きく変革しない限り今

　の状況が続くと思われる。適盛な褒現ではないがギ行

　くも地獄行かぬも地獄」である．

羅　灘　糞　　　　讐鱗、 軽鍵灘欝難i・灘鱗　　　＿ 牽
曽 隙　　　幣欝　霧灘購礫灘藻畿護馨鞭

■高橋洋一議藁
①単独（霞立〉で行くことがよいと考える．今園の合併は園の財政の悪化

　と地方財源の弱体が憲な要國である。交付税にしても近年大きな伸びを

　示しているのは、県・撫であって町樗はそれほどでもない、住罠に手の

　届く行政を目櫓してがんばっている町村をなぜ合併しなくてはいけない

　のか理解できない。

②新箏の建設譜醸を見ると従来どおりの箱物行政を引き継いでいる．翼に

　住罠が要望する事項は財政がともなわないと実施できない現実がある。

　現荏調整が行われているサー一ビスが合併後継続できるか疑悶だ。

③麗任慧協議会の棒継みでは十溝町中心になることは窮白である。基本的

　な考えはやはり趨立ではないか。奮併すれば輿にサー一ビスも良くなり楽

　になるのか？　逆に自治権を失うという意味をもう一度考えて欲しい。

④衝積ばかり広くなり、6万入程度の人口では非効率的。合併特例債にし

　ても畷確な保証もない。はじめから自立無きの考え方で合併に進んでも、

　結果的に何もできない。

灘小林要一議藁
①人口減や財政薦を考憲すると合併は必要だ、

②対等合併という基本漂則の中で、町秘の意見も良く反映されていると思

　う。このまま法建協議会に進むことを望む。

③自穣を決めた津南町とは対等の協議はできないと考える。自律を尊重し、

　5市町轡での協議を進めるのがよい。

④交付税などの支援搭羅も合併中心に移行していくと思われる．特例債を

　賢く利爾した合併の方陶が望ましいと考える。

纈石塚幸貞議員
①合併には賛成だ。県内では80％の市町村が合併に進

　んでいる。麟の方鋭でもあり、なぜ合併なのかとい

　う理鐡を良く考えてみることが必要。

②5市町材での調整は順調に進んでいると思う．合併

　に際しては袖会資本の薬有を生かす方陶に進まなけ

　ればならない。合併等例法によるアメを生かすこと

　が可能である。

③津南町は隻産性・財政的にも6市町村の中では確立

　されている町だ。自律に敬意を表し、当町は現枠組

　みでの協議をもう…歩進めた方がよい。ただ今後協

　議会を離脱するようなことになれば、改めて考えな

　くてはならない。

④合併する・しないσ）将来でのメリットは難直解らない．

　今闘も特例法というアメの部分がなかったら、合餅

　に進む市町越は皆無だと思う。小規模自治体の自立

　が郊億に騰難かを衷している。自立に鰯えるカがあ

　れば可能だが、当町では無理ではないか．

食
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懸村山邦一議員

町
づ
ち
町
暴
箋
爵
馨
婁
考
え
る
」
㈱
翻
傾
奪
に
て

①蟹は露主的合併というが、将来の道州鮒を目指すた

　め全麗の町村を市にまとめる合併といえる。強謝合

　併的な方両は反対である。

②調整項目は順調に進んでいるというが、一番大靭な

　新市の財政計醐が未だに示されないのはおかしい。

　また津南との選択肢を挙げるのであれば、津南岡様

　に町の霞立シミュレーションを承すことが重饗かつ

　絶交ずに必要な事項だ。

③任意協議会だけの資料で方両を決めろというのはお

　かしい。灘南と調整するのであれぱ一番大事な財政

　問題を優先に示すべきだ。十分な資料を公表し、メ

　リットが大きければ津南町との枠組みが良いという

　こともある。

④新市移行後に、それまでに協議された調整項目が必

　ずしも灰映できないといった例もある．蕩サービス・

　低負担を示さないと住観の岡慧が得られないという

　のであれば、どのような方向が良いのかもっと議論

　する必要がある。

懸竹内二三麟議員
①理樫の任意協議会を尊重する。

②舛等含併を基本猿則として、理荏岡等の役員により対等の協議が進められている。

　お互い理解を持ちながら将来に陶かって進むことを望んでいる。

③自分の考えの中には津南時との枠組みはない．ただ中里村が撫われば考える余地はある。

④10幌とは露わないが、自立は難しいと考える．わずかな目薫財源の現状では不可能だ。

　嚢馨

灘叢

　　　亀　　驚　騰

薮欝簸・
　　　　鐵
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鱒灘嚢懸灘欝灘鱗難嚢　繍燃翻雛　脳灘購灘難灘鞭舞繋羅撰　　灘灘…　鱒灘　　繍　離

■相沢正平議曼
①金併には賛成。長い目で見た場合、単独で現覆の住罠サー一ビスが維持できるか疑闘だ。麟や県の支援策を賢く

　利期する方が良いと考える。

②調整結果を見ると必ずしも蕩サー一ビス・低負損とは行かない例もあるが、全捧から見ると良い方陶で進んでい

　ると思う。今の考えとしてこのまま進んでいくことを支持する、

③自分の考えの中には津南町との枠組みは全くない．現筏の任慧協議会のテーブルに霧かなかった時点で、津南

　との枠組みはないものと考えている。

④100％とは書わないが、自立は難しいと考える。職員を減らし財政鮒策を講じたとしても、十分なサービスはで

　きないのではないか。

翻村山里志議黄
①麟の財政改薦のための合併ではあるが、ただ20年・

　30年先の松之磁町を考えると、特例法を賢く利罵す

　ることを考え合併を選択した方が瑛いのではと考え

　ている。

②錘意協議会の簸終結果が出るまではこのまま進めて

　もらいたい。

③自ら自律窺書をした津南町との協議は難しいと考え

　ている。理状では津繭町との合償には賛成できない

　が、現5市町村の今後に無理が生じるようなことに

　なればその時点で考えればよい。

④財政シミュレーシ灘ンや建設計醐等の協議の結果、

　どうしても合餅できない状況になれば欝穣も考えな

　ければならない．境状では5市町村枠緩みを指示する、

鑓重野和子議黄
①市町村合併をすることを希望する。

②現往の5市町材の枠組みを支持する。

③上搬規地籔では津南町との合併を驚む声が多いこと

　も聞き取りでわかっている。ただ津南町議会では2

　町合併に対しそれほど強い関心は示されない。中里

　村が撫わらない2町合併は難しいと考える。

④松之由瞬の場合、財政面などから考えると自徳は難

　しい。
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繕高橋英一議曼
①強翻合併には反対する。そのような含併では小さな

　嬉露治体は必ず蓑退する。エリア内がお互いに良く

　なるのであれば賛成だが、現状ではそこまで見えて

　こない。

②先に示されたギ長期財政の見通し（案）」の中で、

　人件費や財政シミュレーションが未策定というのは

　遺憾なことだ。簸も畢く協議すべき項目ではないか。

③津南町の自立宣雷は、露分の町づくりに真剣に取り

　縄んだ結果だと思う。津南町の地域性・農業政策など

　を考えると、2鱒での合併もあり得ると考えている。

④特僻1債が目的での期隈内合併を目指している訳だが、

　その使い方を明確にできないまま合併に楚るという

　のはいかがなものか．果たして佳昆生括にメリット

　のある使い方ができるのか。

劉佐藤嚢一議員
①強翻合僧は基奉的に反：対する。ただ財政的なことを

　考えると合餅はやむを得ないことだと思っている、

②十韓町市の財政状溌にも問題はあるが、鰯の基本政

　策として箏レベルの霞治体編成を目指していること

　もあり、現蕉の5布町粒での枠組みは支持する。

③2町との枠線みには問題がある。自律を選択して進

　んでいる町との含併は、その方針に合わせた吸収合

　併となり得る。中盤村・栄越が撫わる衛盤施設組合

　枠であれば可能であると考える、

④平成の合併は酸の財政改革が基本になっている。交

　付税依存が5翻、霞童財源が1劃の町では、露律を

　選択した場合相当大きな痛みを伴うのではと思われ

　る。大都市集中型の時代が大きく変革しない限り今

　の状況が続くと思われる。適盛な褒現ではないがギ行

　くも地獄行かぬも地獄」である．

羅　灘　糞　　　　讐鱗、 軽鍵灘欝難i・灘鱗　　　＿ 牽
曽 隙　　　幣欝　霧灘購礫灘藻畿護馨鞭

■高橋洋一議藁
①単独（霞立〉で行くことがよいと考える．今園の合併は園の財政の悪化

　と地方財源の弱体が憲な要國である。交付税にしても近年大きな伸びを

　示しているのは、県・撫であって町樗はそれほどでもない、住罠に手の

　届く行政を目櫓してがんばっている町村をなぜ合併しなくてはいけない
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①人口減や財政薦を考憲すると合併は必要だ、

②対等合併という基本漂則の中で、町秘の意見も良く反映されていると思

　う。このまま法建協議会に進むことを望む。

③自穣を決めた津南町とは対等の協議はできないと考える。自律を尊重し、

　5市町轡での協議を進めるのがよい。

④交付税などの支援搭羅も合併中心に移行していくと思われる．特例債を

　賢く利爾した合併の方陶が望ましいと考える。

纈石塚幸貞議員
①合併には賛成だ。県内では80％の市町村が合併に進

　んでいる。麟の方鋭でもあり、なぜ合併なのかとい

　う理鐡を良く考えてみることが必要。

②5市町材での調整は順調に進んでいると思う．合併

　に際しては袖会資本の薬有を生かす方陶に進まなけ

　ればならない。合併等例法によるアメを生かすこと

　が可能である。

③津南町は隻産性・財政的にも6市町村の中では確立

　されている町だ。自律に敬意を表し、当町は現枠組

　みでの協議をもう…歩進めた方がよい。ただ今後協

　議会を離脱するようなことになれば、改めて考えな

　くてはならない。

④合併する・しないσ）将来でのメリットは難直解らない．

　今闘も特例法というアメの部分がなかったら、合餅

　に進む市町越は皆無だと思う。小規模自治体の自立

　が郊億に騰難かを衷している。自立に鰯えるカがあ

　れば可能だが、当町では無理ではないか．

食
併
聞
題
に
つ
い
て
町
議
会
議
員
に
聞
く

　
①
布
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②
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又
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ま
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な
お
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揚
載
は
闘
会
前
に
行
わ
れ
た
抽
選
噸
番
に
よ
り
ま
す
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町
づ
ち
町
暴
箋
爵
馨
婁
考
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る
」
㈱
翻
傾
奪
に
て
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④10幌とは露わないが、自立は難しいと考える．わずかな目薫財源の現状では不可能だ。

　嚢馨

灘叢

　　　亀　　驚　騰

薮欝簸・
　　　　鐵
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不作の今年はお瀬の昧もほろ著い

ハ軸

大人気の譲食コーナー蕃い愛好家の修品が光りました
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窮文化協会会長　村出三二賃上越斎鐵身薪愛たまみ歌謡コンサート」
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　　　　　　　V楽しん貿豪すか？

　明け方の雨も上がり爽やかな天気となった鐙月

26臼（日〉、休養村センター・町罠体育館で農業祭・

　　　　　　　芸能祭・美術展が醐催されまし

　　　　　　　た。たくさんのお客様で大いに

　　　　　　　賑わいを見せた各会場の様子を

蟹幽顎櫛てみました・
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懸
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熱
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メ
　
　
　
　
噺
ぎ
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譲
、

響

みごとな活舵不老閣デイサービスの作品湯鳥大学の作贔
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騰
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長
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儀
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婁
覇
戴
臓
4
爪
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メ

鰍
蘇
顧
麟
系
慨
蘇
禍
姦
弊
“
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・
燕
雑
嘆
羅
麟

纒
鐘
転
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義
穿
郵
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集
，
麟
で
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軽
激
．
、
鷺
鱒
凄
．
鰍

鶴落奮毎藪駕

姻
憾
舞
帰
黎
轟
紗

鵜
黛
燈
ゑ
額
奄
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驚
憩
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瀞
藁
賞

霧
傷
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を
婁
蕊
憲
・
為
・
畜
裏
灘

鷲
謬
駿
騨
憲
像
レ
蘇
繍
争
鎚
象
齢

灘
驚
瀧
鰍
嫁
漁
す
醒
鎮
灘
蜜
隻
纂
｛
霧彫塑・工芸部門審変最特鋼賞　r誕生」　松綺爆子（松之由）

灘灘灘灘灘灘懸灘欝灘灘灘懸灘灘灘懸灘懸欝灘灘懸

野
島
だ
よ
り

●
「
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
」

松
之
出
町
野
鳥
愛
護
会

　
ツ
ツ
ピ
ー
ツ
ツ
ピ
…
、
ツ
ピ
ツ
ピ
と
に
ぎ
や
か
に
鳴
く
シ
ジ
ュ

ウ
カ
ラ
は
、
一
年
中
観
察
で
き
る
．
ツ
ツ
チ
ー
、
ツ
ツ
…
チ
ー
と

鳴
い
た
後
の
ジ
ュ
ク
ジ
ュ
ク
と
い
う
声
を
聞
く
と
、
鳩
き
舞
だ
け

で
も
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
と
分
か
る
。

　
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
は
繁
殖
期
以
外
は
小
さ
な
轡
れ
で
生
活
す
る
も

の
が
多
い
。
初
冬
の
小
春
臼
秘
や
春
の
山
菜
採
り
な
ど
で
小
さ
な

舞
れ
に
会
う
こ
と
が
あ
る
。
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
の
欝
に
ヤ
マ
ガ
ラ
、

ヒ
ガ
ラ
、
エ
ナ
ガ
、
コ
ゲ
ラ
な
ど
が
混
じ
り
、
そ
の
場
を
動
か
な

い
で
じ
つ
と
し
て
い
る
と
一
・
一
竃
期
の
近
く
ま
で
や
つ
て
き
て
、

餌
を
と
る
仕
藁
ま
で
見
せ
て
く
れ
る
。

　
松
之
山
で
は
人
家
周
辺
に
も
よ
く

境
れ
、
窓
の
ガ
ラ
ス
越
し
に
間
近
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
っ
時
も
じ

っ
と
し
て
い
な
い
で
し
き
り
と
餌
を

探
す
。
樹
上
や
地
上
で
小
さ
な
昆
虫

や
ク
モ
、
草
木
の
種
子
や
実
な
ど
を

食
べ
る
。
　
　
（
文
責
　
村
由
　
暁
）

灘
今
月
の
定
倒
探
鶏
会

　
▼
国
　
時
　
n
月
2
2
沼
く
土
）

　
　
　
　
午
前
8
時
3
0
分
～
n
購
30
分
ま
で

▼
探
罵
地
　
バ
ー
ド
ピ
ア
須
山

※
「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ
の
自
然
観
察
会
と
共
催
で
行
い
ま
す
、
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”
月
9
日
（
日
）
は
、

みんなそろっτ投票しましょう

£
謎

ヲ

…
、

■
小
選
挙
区
選
挙
薪
潟
6
暖
）

　
立
候
補
者
の
中
か
ら
一
人
、
の
名
前
を
書
い
て
投
票
し
ま
す
。

田
比
例
代
表
選
挙
（
北
陸
信
越
選
挙
区
）

　
支
持
す
る
政
党
名
を
書
い
て
投
票
し
ま
す
。

■
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

投
票
嗣
紙
に
記
載
さ
れ
て
い
る
最
高
裁
判
所
裁
判
官
に
つ
い
て
、
や
め
さ
せ
た
方
が

よ
い
と
思
う
裁
判
官
の
名
前
の
上
に
門
×
印
」
を
記
入
し
て
投
票
し
ま
す
。

澱
濃
藝

轍
『
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　松之山跡では一般家庭から発生する生

ゴミの減量化と堆肥化を進め、環境への

負荷の軽減と資源の有効濡馬を図ること

を目的に「生ゴミ減量化促進事業まを実

施しています。
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ト
を
購
入
さ
れ
た
場

合
に
は
、
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額
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分
の
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以

内
ま
た
は
4
、
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0
0
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以
内
の
助

成
金
を
交
付
し
ま
す
。
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そ
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動
式
生
ゴ
ミ
鎚
理
機
を
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入
さ

れ
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合
に
は
、
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入
額
の
2
分

の
嘩
以
内
ま
た
は
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0
、
O
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O
円

以
内
の
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

　助成を受ける場合には、必ず購入前に保健

センターヘご相談ください。

問い合わせ先：保健福祉係（保健センター内〉
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　公共下水道や合磁浄化
槽等の普及により、環境

保全への取り紐みが積極
的にされるように1なりま

したが、蕾からの慣行に
よる溝川や道路側溝への

家庭隻ゴミの投げ捨てが

若千まだ見受けられます。

　これらの行為はゴミの
不法投棄として、　ヂ廃棄

物の処理及び溝掃に関す

る法律3で罰則の対象と
なりますので絶対にしな
いでください。

饗慧勾
ようへい

陽平ちゃん（2歳〉

高橋隆葉・幸子さんの次男

　　　（天水島・弥惣治）

雛ぽく、ようへい。始めに好きな食べ物おしえるね。

お肉とラーメン、ここ濠ではふつうでしょ、次にあん

ぼ、さらに顛の霧ん薫んとこ。ここまで來るとヂ通」

って醤うんだよ．臓次にぽくのお気に入りのこと1、ぼ

くもお兄ちゃん（願単）も歌が大好き。かあとおとう

とお出かけの§寺は肇の中でいつも合幅さ．それでね、

湯の顧こお風呂に行ったときは広間のステージによが

って、懲分で各麟言ってから歌うんだよ、聞いてみた

い？　残念でした．飽のお塞さんがいるときはやらな

い、まぼろしのステージなんだよ、

ζおかあさんから一一書葦

　いつもニコニ⊃、明るく元気でいこうね．お兄ちゃ

んと遊びたいのはわかるけど、あまりじゃまして泣か

せないようにi
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けん　と

健斗ちゃん（2歳）

保坂久美夫・奮子さんの次男

　　　　　（豊鐙穫惚）

臓ヂと～ん」ヂか～ん」ってわかる？　けんとがもっ

とちっちゃいとき、お父さんお母さんのことぞう睡ん

でいたんだって．今はね、ちゃんと雷えるんだよ、懸

楽しいことはい～っぱいあるんだ、この繭いとこのお

締ちゃんとお出かけしたとき、プリクラをたくさん撮

ってきたぞ。かっこよく署っているのは・…・やっぱり

ぼくの乃かな？日けんとの穴好きなおもちゃは自動

頭．48中遊んでも飽きないのさ。でもね、もっとお

気に入りはこの犬のぬいぐるみなんだ、ぼくのかわい

いペットだよ。

【お母さんから一書】

　体は小さいけど冗気に遊ぶ健斗馨．いっぱい食べて

お兄ちゃんみたいに大きくなってね。
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カ
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と
イ
ン
フ
ん
エ
ン
ザ
は
別
の
毛
の

　
カ
ゼ
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も

ビ
ー
ル
ス
に
よ
る
も
の
で
す
が
、

別
々
の
ビ
ー
ル
ス
で
感
染
し
ま
す
．

で
す
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
注
射
を
し
た
か
ら
と
い
っ

て
も
、
風
邪
を
引
か
な
く
な
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

インフルエンザの特徴

o突然（急に〉39度～40度の高熱
が出る。

●弱簾痛などの盆碧疲就が強い。

●カゼの症状（パナ水・曝の蒲み・

咳など）がはっきりしない。

Oインフルエンザかどうか調べる
　検盃があり濠す、濠たインフル

　エンザの膳1こ穫iう薬もあります。

ただしこの薬は、発熱して28
以内に痩わないと効き目が繊ま

　せん。でずから慧な高熱が出た

　らずぐに1診察に来てください。

田
中
気
の
臆
は
す
ぐ
病
院
へ
鯉

中
気
も
慧
識
の
な
く
な
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人
か
ら
手
是
の
し
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れ
や
軽
い
マ
ヒ
、
こ
と
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の

も
つ
れ
、
飲
み
込
み
が
悪
く
ム
セ
ル
な
ど
症
状
は
様
々
で
す
、
鑛
初
は
軽
い
よ

う
で
も
だ
ん
だ
ん
悪
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

中
気
の
中
で
も
脳
畠
蜘
は
、
頭
の
C
T
を
撮
れ
ば
す
ぐ
に
診
懸
で
き
ま
す
。

脳
梗
塞
は
4
・
5
8
し
な
い
と
影
が
出
て
こ
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。
し
か
し

治
療
は
攣
く
始
め
る
程
良
い
の
で
す
。
症
状
が
出
て
6
聴
間
以
内
に
使
う
薬
と
、

そ
れ
以
上
た
っ
て
か
ら
使

う
薬
が
甥
々
に
あ
る
く
ら

い
で
す
．
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とちっちゃいとき、お父さんお母さんのことぞう睡ん

でいたんだって．今はね、ちゃんと雷えるんだよ、懸

楽しいことはい～っぱいあるんだ、この繭いとこのお
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頭．48中遊んでも飽きないのさ。でもね、もっとお

気に入りはこの犬のぬいぐるみなんだ、ぼくのかわい

いペットだよ。

【お母さんから一書】

　体は小さいけど冗気に遊ぶ健斗馨．いっぱい食べて
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雑
月
貸
獄
（
金
〉
、
飯
韓
町
で
闘
催
さ
れ
た
第
爲
翻
上
越
地
匿
中
学
校
駅
伝
競
定
大
会
に

お
い
て
、
女
許
チ
ー
ム
が
念
顯
の
纒
勝
を
兇
葵
に
舗
り
ま
し
た
、
昨
夢
は
蔚
緯
と
3
0
秒
遅

れ
の
3
位
に
泣
き
ま
し
た
が
、
今
大
会
下
、
は
終
始
鉦
位
に
つ
け
．
ゴ
ー
ル
時
点
界
、
は
2
蕪

江
工
分
以
上
の
蓬
を
付
け
る
紐
勝
と
な
り
ま
し
た
．
　
、
方
男
罫
チ
ー
ム
も
陣
b
位
入
賞
を
果

た
し
，
昨
薙
に
畷
き
続
き
男
女
揃
っ
て
の
県
大
会
出
場
権
を
得
る
縄
事
な
濡
躍
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
な
お
県
大
会
は
n
月
6
沼
（
木
）
、
刈
羽
村
で
闘
催
さ
れ
ま
す
。

沿
月
掲
貝
土
）

イ
ン
紅
ネ
シ
ア
鍵
族
楽
欝
「
ア
ン
ク
灘
と
演
奏
に
感
動

　
「
み
ん
な
が
　
濡
や
く
　
大
成
功
恥
を

テ
ー
マ
に
、
晦
内
小
中
学
校
の
ト
ッ
ブ
を

切
っ
て
松
璽
小
学
校
の
文
化
祭
が
行
わ
れ
、

工
夫
を
凝
ら
し
た
翻
や
踊
り
に
会
場
か
ら

盛
ん
な
柏
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
．
中
で
も

全
校
演
奏
の
民
族
楽
鰭
「
ア
ン
ク
ロ
ン
㎞

に
よ
る
皿
，
見
潔
け
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
偏
は
、

竹
の
か
も
し
灘
す
独
特
の
欝
色
が
曲
に
マ

ッ
チ
し
、
体
が
ス
…
ッ
と
楽
に
な
る
よ
う

な
不
思
議
な
感
動
を
受
け
ま
し
た
．
．

　
岡
校
の
深
灘
先
生
が
、
以
藩
榊
、
一
力
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介
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も
の
で
す
。
昨
年
は
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、
時
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憲
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で
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以
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の
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ら

お
も
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い
も
の
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頂
き
ま
し
た
、

先
っ
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で
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を
付
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て
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る
の

は
ど
う
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て
も
ミ
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の
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。

雰
い
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を
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る
の
は
よ
く
発
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が
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も
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で
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、
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に
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松中吹奏楽部が松濤圏で演奏会
　浦薦の希望の畢「松濤園3ですてきなミニコンサート

が観）れました．秋ぴ瀬｛辮謬の芸能祭に合わぜ松中

吹奏楽部に演奏を依頼したものです。これだけ本格的な

生演奏は始めてと誘うことで、普段はにぎやかな入断煮

も熱心に懸き入っていました。

　滋施設は上越圏内を中心に約鎗0入が入駈しています。

不老閣と塾に町の介護旛設としての中核を握っています。
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取
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も熱心に懸き入っていました。
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　　　　　新潟県の簸低賃金が決まりました。

　　　　　　　　蹄閲額64畷隔

醸平成拓奪9月30段より適爾されます。

■この賃金は、漂鋼として常爆・臨時・アルバイト・パートなどの雇期形

　態に関係なく、すべての労働者に適罵されます。

■簸低賃金には、精勤i手当・通勤手当・家族手当は含まれません。

醸特定の産業には産業別最低賃金が定められています。

　詳しくは、十漫町労働基準監督署までお間い含わせください。

↑EL　O257－52－2079

　松之山町では、U・1ターン者、新規就蛍・者の方に奨励金として倭人

　5万円を交付しています．

猶該当になる方

①薪規就労者

　蕎校・大学等を卒業後町内の事業所に就職し、上葎以、ヒ鋤務してい

　る方。

②Uづターン春
　U・1ターン轡で松之由に住所があり、町内の事業所に就職後i年

　以、ヒ勤務しており、隼齢が40歳以下の方。

■ただし次の方は該当になりません
　関連会被等からの派遣・事業翫の後継餐・公務員・婚姻による転入癬

糧①・②とも奨励金を受け取った後、3年以上松之磁に荏住することが

　条件です。3年未満で転磁した場合は返部して頂くことになります。

　問い含わせ：振興譲地域振興係　鑓辺まで

届け出は

キ
　
　
加
入
傷

O籔保に無入する資格ができたときから保険税（料〉

　の納樗義携が発生するため、その闘の保険税（料〉

　をさかのぽって収めなけれぱなり蒙せん。

O儘け出をしなかった期闇1こ受けた騒療の費用は

　金額幽a負撞となってしまいます。

⑬雇け出が遅為た期闘の鰹療費は　　　鵯つ

　全額返還しなければなりませんひ

⑫徳の保険と含わせて保険税（料〉を

　二重に支払ってしまうことになりかねません。

②嶺⑬窃磁⑱鱒魯穆籟働聯導癬轡曝翰顛穆嬢鞭髄憩魯雛憩働鱗醸鋤轡爆⑩離嶺翰難魯轡融嚇癖愈鵬纏轡⑲曝魯鱗瞭㊤翰韓⑱簿磯噛

暫欝 『森の水族館』
森が育む生き物たち．公醐申

　キ箏口滋のスタッフによる初めての霞薫翻作展示ゼ森の水族館」がはじま

ります。松之山は色々と見所がありますが、私たちが目をつけたのは棚紹の

上の森に囲まれた堤です。ここは水の鑑き物の宝庫です。松之由では箆慢れ

た盤き物の多くが実は欝本では珍しかったりするのです。そんな松之山の水

辺の生き物50種以、ヒを30掴の水槽で展示し、その不思議な生態、松之山の生活・

文化と水辺の生き物との関係を紹介します，

㈱以下の生き物をお持ちの方、採集された方お貸し下さい。
スナップリ（カマツカ）、ハチウオ（アカザ〉、スナヤツメ、カジカ、ヤマメ・

クロメダカ、モリアオガエル、カジカガエル、フッケロ（ヒキガエル〉．

オタマジャクシ、タイコウチ、ドロッケ（タガイ）．

晶識座『こども里山学会』

＿蟹鴇器漏繍＿愚
研究の成果を発表します。また、亀工弱の繭爆勝典さんによる講盗

爬滋類のお詣、ソニーの竹内幸一さんのおもしろ科学展示もあります。

　　　惨勾¢
岡欝17：30～王8：30にはX’撚＆sコンサー

ト（ギター＆ハンマーダルシマの演奏
玉，500円〉も驕催します！ふるってご参

撫下さい。

お問い含わせゴ森の掌校講キ識瓜縫…5－83“

『5

　窃では平成16無4月から傑蕎斯に入斯を希望される園晃を募集
していまず．

　2歳以上晃の皆さんには案内状を送付しますが、2歳来満晃の方

1こは特に案内はしませんので、入駈を希望される搭は壕2月／∈3（月〉

までに各保蕎駈または役揚総務課注民係までご連絡ください．

　なお、続在入斯している晃嚢については、今璽改めて＄講する必要

はありません、

◆保奮筋の定員

　統合後の松之蟻」保蕎所の定曼……70名

　（軍成総年4月より、規往ある松之由保奮勝・松里保蕎駈・浦雷傑

　欝勝が統合し、新しい松之由保蕎駈／力筋になります．）

◆入漸の基準

　①保護蓄が労働に従事し、幼蝿の保蕎に欠ける場禽．

　②傑護餐が疾病などのため、幼彊の像欝に欠ける揚禽．

⑧その勉購擾が必饗と認めるもの、

◆擦奮料　　　　　　　　　　　　　　　・．　、．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　此！　　　＼シ　國の墨準に纂づいた鱒の墨灘表によります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　翼体的には世帯の扶養義務蓄（父鐸又は祖父鐸）　O　　　O

の課税額により決薮りまず。

　詳しくは役揚総務課住蔑係　傑奮勝担当：山岸まで

平成16年の優秀運転者表彰の
　　　　申講を受け付けます．

　県及び都交通安全協会では無事故無違茂を続けている優秀運転春

に対し、その期聞により10隼・20年・30年・40年・50年の表彰を行・

っています。下位の表彰を受けていなくとも、要仲を満たせば上位

籔彰を受けられます。なお購講は自己傘皆となります。

贈串講欝提嵐鰯膿／平成指年稔月槍巳（金）

顯串講労法／役場にある勝定の串請書を使稽します。

　　　　　また受付も役場でおこないます。

綴表彰の淡定／申講者は察の交通安全協会にて過去の違茂事項などの審

　　　　　糞を受け、表彰基準を満たしていることが確認できた段購

　　　　　で表彰が決定します．

騰蓑彰の伝達／来鐸度の郡交通安全協会総会又は松之山支部総会を通じ

　　　　　て伝達されます。
鱗鶏い禽わせは／総務課行政係交通安全協会事務局1中島までB6－3等3嘩
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　　　　　新潟県の簸低賃金が決まりました。

　　　　　　　　蹄閲額64畷隔

醸平成拓奪9月30段より適爾されます。

■この賃金は、漂鋼として常爆・臨時・アルバイト・パートなどの雇期形

　態に関係なく、すべての労働者に適罵されます。

■簸低賃金には、精勤i手当・通勤手当・家族手当は含まれません。

醸特定の産業には産業別最低賃金が定められています。

　詳しくは、十漫町労働基準監督署までお間い含わせください。

↑EL　O257－52－2079

　松之山町では、U・1ターン者、新規就蛍・者の方に奨励金として倭人

　5万円を交付しています．

猶該当になる方

①薪規就労者

　蕎校・大学等を卒業後町内の事業所に就職し、上葎以、ヒ鋤務してい

　る方。

②Uづターン春
　U・1ターン轡で松之由に住所があり、町内の事業所に就職後i年

　以、ヒ勤務しており、隼齢が40歳以下の方。

■ただし次の方は該当になりません
　関連会被等からの派遣・事業翫の後継餐・公務員・婚姻による転入癬

糧①・②とも奨励金を受け取った後、3年以上松之磁に荏住することが

　条件です。3年未満で転磁した場合は返部して頂くことになります。

　問い含わせ：振興譲地域振興係　鑓辺まで

届け出は
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O籔保に無入する資格ができたときから保険税（料〉

　の納樗義携が発生するため、その闘の保険税（料〉

　をさかのぽって収めなけれぱなり蒙せん。

O儘け出をしなかった期闇1こ受けた騒療の費用は

　金額幽a負撞となってしまいます。

⑬雇け出が遅為た期闘の鰹療費は　　　鵯つ

　全額返還しなければなりませんひ

⑫徳の保険と含わせて保険税（料〉を

　二重に支払ってしまうことになりかねません。
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暫欝 『森の水族館』
森が育む生き物たち．公醐申

　キ箏口滋のスタッフによる初めての霞薫翻作展示ゼ森の水族館」がはじま

ります。松之山は色々と見所がありますが、私たちが目をつけたのは棚紹の

上の森に囲まれた堤です。ここは水の鑑き物の宝庫です。松之由では箆慢れ

た盤き物の多くが実は欝本では珍しかったりするのです。そんな松之山の水

辺の生き物50種以、ヒを30掴の水槽で展示し、その不思議な生態、松之山の生活・

文化と水辺の生き物との関係を紹介します，

㈱以下の生き物をお持ちの方、採集された方お貸し下さい。
スナップリ（カマツカ）、ハチウオ（アカザ〉、スナヤツメ、カジカ、ヤマメ・

クロメダカ、モリアオガエル、カジカガエル、フッケロ（ヒキガエル〉．

オタマジャクシ、タイコウチ、ドロッケ（タガイ）．

晶識座『こども里山学会』

＿蟹鴇器漏繍＿愚
研究の成果を発表します。また、亀工弱の繭爆勝典さんによる講盗

爬滋類のお詣、ソニーの竹内幸一さんのおもしろ科学展示もあります。

　　　惨勾¢
岡欝17：30～王8：30にはX’撚＆sコンサー

ト（ギター＆ハンマーダルシマの演奏
玉，500円〉も驕催します！ふるってご参

撫下さい。

お問い含わせゴ森の掌校講キ識瓜縫…5－83“

『5

　窃では平成16無4月から傑蕎斯に入斯を希望される園晃を募集
していまず．

　2歳以上晃の皆さんには案内状を送付しますが、2歳来満晃の方

1こは特に案内はしませんので、入駈を希望される搭は壕2月／∈3（月〉

までに各保蕎駈または役揚総務課注民係までご連絡ください．

　なお、続在入斯している晃嚢については、今璽改めて＄講する必要

はありません、

◆保奮筋の定員

　統合後の松之蟻」保蕎所の定曼……70名

　（軍成総年4月より、規往ある松之由保奮勝・松里保蕎駈・浦雷傑

　欝勝が統合し、新しい松之由保蕎駈／力筋になります．）

◆入漸の基準

　①保護蓄が労働に従事し、幼蝿の保蕎に欠ける場禽．

　②傑護餐が疾病などのため、幼彊の像欝に欠ける揚禽．

⑧その勉購擾が必饗と認めるもの、

◆擦奮料　　　　　　　　　　　　　　　・．　、．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　此！　　　＼シ　國の墨準に纂づいた鱒の墨灘表によります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　翼体的には世帯の扶養義務蓄（父鐸又は祖父鐸）　O　　　O

の課税額により決薮りまず。

　詳しくは役揚総務課住蔑係　傑奮勝担当：山岸まで

平成16年の優秀運転者表彰の
　　　　申講を受け付けます．

　県及び都交通安全協会では無事故無違茂を続けている優秀運転春

に対し、その期聞により10隼・20年・30年・40年・50年の表彰を行・

っています。下位の表彰を受けていなくとも、要仲を満たせば上位

籔彰を受けられます。なお購講は自己傘皆となります。

贈串講欝提嵐鰯膿／平成指年稔月槍巳（金）

顯串講労法／役場にある勝定の串請書を使稽します。

　　　　　また受付も役場でおこないます。

綴表彰の淡定／申講者は察の交通安全協会にて過去の違茂事項などの審

　　　　　糞を受け、表彰基準を満たしていることが確認できた段購

　　　　　で表彰が決定します．

騰蓑彰の伝達／来鐸度の郡交通安全協会総会又は松之山支部総会を通じ

　　　　　て伝達されます。
鱗鶏い禽わせは／総務課行政係交通安全協会事務局1中島までB6－3等3嘩
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　灘旗鰹鑛醸張惹轡懇奪陰添思議癒時磯濾。特雄勇碧フ藩鐵巌ヌ州がむ薬驚罪メ珍幻蒸建

ぽね。鑑灘書灘ぽ僕獄謎ッシ識炎統領が媛選寒揖i懸く、繋識駆拳やんが鱗箏に絵る懸ん
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菊のi意舞i嬢漁懸翰葭i難鴎瀞麟舞蒸輪る皆様匿鶴羅懸騨お磯濾。

灘の撃灘顯灘獺騰欝膿翻ッシュ政離麟して騰戴繊職蒸
儀一・薮懇あ叢珍i疑1鎌繊癒i蔓鯵蕃蹴一誘慧が、大デ灘；惹都叢凄停蛙：し蓬護とがある。轡か魅、

翼講醐滋の鎌i都叢縫ぽ蕊透驚i見られるものだ。

麟難鎌構たいし齢のだ論が、謙榔鋼効の襯騒な嬬
醗の熱び刈力人の特徴を闘く劇白翔齢鷹葉醐驚灘多騨お燃

癒樋。灘繋リカにはいろんな叢がいる．総撰國屋老恥う奉屋き溺溝おるほ膿鏡講太懸多騎。

驚移羅、餐人が嶽分の親戚の歴典老文化、鷲がら伝総懸蔽驚嚢べ物老おもに、麟分の慧

購懸凝いる．だから、実際ア測疑購騨鵬朧溝え騨騨講の購
礁っ瀧多様のジ、々が多様な慧見葱持鞍羅多様癒効果襲も懸墜移竃輪る。政鰐が猶っ羅麟

襲灘少数の欄の慧顯糠誌齢の腿蓬齢・僕の翻欝錨麗麟硝つの
慧鍬麗灘隔．鰹鋤犠の懲麟綱縫雛攣齢瞬
編．慧癩獣撫顯も騨蕊碗構難磁麟騰購醜襯が泌・惹

穆癒、おる彌が登天就ぽ．結蜀蓼難醐菊凄段霧慰i懸ん癒縫違膨豫犠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　疑驚叢麟。簗惣樽麟㍗欝
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指欝
繍

．！響’

嶽之撫臨｛1激る翻．1ぞ

1㈲ 16㈹
2㈹ 17㈱ エアロビクス

3憾〉 エアロビクス 18（菊 議会定例会
ほのぼの教蜜（保健センター）

4㈲ ほのぼの教窒（保健センター一） 19（劒 議会定例会

5㈹ 20dゆ
6㈹ こども里出学会…キ3qQ　稼00～15130

クリスマスコンサート…キョ環q　屡7③0卿｝8130
21（日〉

7（β〉 松之山診療所休臼救惹当番臼 22㈲1大鑓辮鷺校終業式

8㈱ 23㈹ 策皇誕生臼

9㈹ 24体〉
エアロビクス　　松高終業式

ニコニコ軍団

10㈱職畳ζ豊塞 25休〉 ほのほの教豊（保健センター〉

11㈱
ほのぼの教盤（保健センター）

年宋の交通安全運動（3嘱まで〉 26㈹ 役駈御絹納め

12㈹ 27㈹
役場関係・松之出診療所

　魔月4段まで開庁・休診

13Gb 28（ロ〉 漿立松代病饒休β救急当番β　．

14（β〉 29㈱

15㈲ 30侠）

31㈱
　　’凸融欝構鱈

大晦8
　　　　　　　　　　　　聯鵬譲1隙閥灘

念併の方向を決める越月定倒議会は、嚢80から開催されま凱

　n月4段から右表の鷺程でギ市町村合併住民懇談会諺が始

まりました。懇談会終了後には町内18歳窮、上の全住民を紺象

としたアンケー一ト調奮が行われ、時の市町村合併に対する住

民の意肉が問われます。一人ひとりのお驚えをアンケートに

込めてお答えください。

輸
月
24
臼
（
金
〉
、
㎜
般
公
雛
で
闘
催
さ
れ
た

覇
議
会
俊
含
雛
調
壷
縛
甥
萎
轟
会
』
で
は
、

3
つ
の
選
択
肢
に
お
け
る
財
政
シ
ミ
．
“
レ
…

シ
ョ
ン
な
ど
に
つ
い
て
、
熱
心
な
討
論
が

な
さ
れ
ま
し
た
．
．

叢

雛住民懇談会田程

鱒穫豫 会　　場

箕月4β（火） 小谷集会場

”月5臼（水） 松之山公会堂

1絹6段（木〉
ヒ下1…1穣会場

U月78（金〉 下布規コミュニティーセンター

1覇10臼（月〉 布預防雪センター

H月1償（火） 天水島集会場

“月12欝（水） 浦蟹克雪センター

丁
筏月僕3B（木） i　中立山集落センター

”月篠7臼（月）1　　　黒倉集会駈

◆全会場とも午後7時から麗会です。
◆どこの会場に参頒されても結構です。
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鞘
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鮎
鍛
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瀬
、
轡
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蓮
再
魯
禽
漆
蕊
鐙
嚢
贈

おめでた（出生）
じょう

丈ちゃん　　　季寸山英萌・禅子さん

　　　　　　　　　　　（湯本・山根騰）

新大ちゃん　　　　小林吉昭・さつきさん

　　　　　　　　　　　（上蝦池・中道〉

おくやみ（死亡）

蕎波忠藏さん　74歳　松　1コ（桶　屋）

層山千代さん76歳橋　詰（あっち村）
福原秀治さん　76歳　三　桶（あっち村〉

＊工0月葺ヨから！0月31濤までの鵬患分です．

＊広報に載せてほしくない方は、履患の時
．に窓臼にお謡ください．

榔◎斡毯

　　　　　王0月3葺ヨ規筏

総人1二i3，042人（一7〉
　　男　　i，483ノ、　〈一3）

　　女三，559人〈一4〉
慰帯数　1，099芦（一2）

　　　　（　〉内は繭月との比較

　町民憲章　，霧鵜，，鐸，月謝建

わたしたちは松之由驚民です。郷土を愛し、

みんなでよりよい町づくりをしよう。

驚民の合雷葉

　　王、美しい緑と雪の中で
　　　　　　　　心豊かな．熟、になろう

　　圭、ブナの梢が触れ合うように

　　　　　　　　連体の心をもとう
　　三、盲勇きいづる湯泉のように

　　　　　　　　鰯造のカを轟めよう

、聞い7・25終潮騨

※温泉センターの営業購間は稔月から

午麹給鋳～午後9時となります．

㈱
　　　　由々が続葉から藩藥へと移り変わるこの鱒承

　　　挙締の番りもまた刻々と変化します。朝…番に級

う外の窪舞は、だんだん冬の籔醗を奮んできました。5感で季

灘を懇¢られる、少し寂しく爽し鱗松之覆の秋です試中轟〉

遡る鴨元気なうさ醐夢㊥

修＠9書》臣⑨暑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　松之由保奮漸

鱗鱒露闘・漱 灘脚鮒一r騨峯

翻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さオうすぽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　内由恭祐くん
　　　　　　　　　　　　　　　　　（松之山・晦欝第2励地）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だオ嬉
窃ゆうきガひ①げき乙ガ㌧ぶちぬ（（じ2ろ　　　　㌢薯嚢

し、っ1欲し、れれしゅうしました　　　　　　　　　　き3莚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び
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おガあεれガおれぶしこ

（れるここ1ろ
1浅（（じ窃’かあされち

ガきました

妊きなお遊び

ウノレトラマンコスモ∋ス

ごっこ

．懸鶏、継

　〈”月9日～15日〉
寒くなってきました。暖薩器異の
使い始めは、必ず燕検整備を

しましょう。
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